
府中東高校　2025年度　数学Ⅱ　年間授業計画

教科：（数学 ）科目：（選択 数学Ⅱ ） 　対象：（第２学年）

使用教科書：新編　数学Ⅱ（数研出版）　　　

使用教材：　３ＴＲＡＩＡＬ　数学Ⅱ（数研出版）

教科の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標

【知識・技能】

いろいろな式、図形と方程式、指
数関数と対数関数、三角関数及び
微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に
い理解するとともに、事象を数学
化したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるように
する。

【思考・判断・表現】 【主体的に学習取り組む態度】

数の範囲や式の性質に着目し、
等式や不等式が成り立つことな
どについて論理的に考察する
力、座標平面上の図形について
構成要素間の関係に着目し、方
程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり、図形の
性質を論理的に考察したりする
力、関数関係に着目し、事象を
的確に表現してその特徴を数学
的に考察する力、関数の局所的
な変化に着目し、事象を数学的
に考察したり、問題解決の過程
や結果を振り返って統合的・発
展的に考察したりする力を養
う。

学びに向かう力、人間性等
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く柔軟に
考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに、事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

　数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事
象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。



知 思 主

定期考査
小テスト

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

定期考査
小テスト

単元の具体的な指導目標
 　　　　　　　　と評価規準

・３次の乗法公式，因数分解の公
式の理解させ，式の計算の方法を
多面的に考察させる。
・多項式の除法や分数式の四則演
算について理解させる。
・等式や不等式が成り立つことを
論理的に考察させる。
・証明問題を通して，数学的に考
えることの良さを認識させる。

・複素数の概念や複素数の演算方
法を理解させる。
・2次方程式の解の公式を理解さ
せ，複素数の範囲を扱うことで，
理論的な応用範囲が広がることを
考察させる。
・因数定理を理解させ，高次方程
式に応用できることを考察させ
る。
・複素数が発明された背景に興味
を持ち，その有用性を認識させ
る。

・数直線上や座標平面上の点につ
いて，２点間の距離や線分の内分
点，外分点の求め方を理解させ
る。図形の性質の証明問題を，座
標平面上で代数的に解決する力を
養う。
・座標平面上で，直線と1次方程
式の対応関係を理解させ，いろい
ろな条件の直線の方程式を導く力
を養う。
・円と２次方程式の関係を理解さ
せ，いろいろな条件の円の方程式
を導く力を養う。
・円と直線の位置関係について，
いくつかの見方を働かせて求めよ
うとする態度を養う。

定期考査
小テスト

評価方法

定期考査
小テスト

12

定期考査
小テスト

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

12

定期考査
小テスト

予定
時数

第３章　図形と方程式
　第１節　点と直線
　　１　直線上の点
　　２　平面上の点
　　３　直線の方程式
　　４　２直線の関係
　第２節　円
　　５　円の方程式
　　６　円と直線
　　７　２つの円

10

第２章　複素数と方程式
　第１節　複素数と２次方程式
　　　　　の解
　　１　複素数とその計算
　　２　２次方程式の解
　　３　解と係数の関係
　第２節　高次方程式
　　４　剰余の定理と因数定理
　　５　高次方程式

１
学
期

学習内容

第１章　式と証明
　第１節　式と計算
　　１　３次式の展開と
　　　　因数分解
　　２　二項定理
　　３　多項式の割り算
　　４　分数式とその計算
　　５　恒等式
　第２節　等式・不等式の証明
　　６　等式の証明
　　７　不等式の証明



知 思 主

単元の具体的な指導目標
 　　　　　　　　と評価規準

評価方法
予定
時数

学習内容

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

定期考査
小テスト

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

定期考査
小テスト

・対数の定義や基本性質について
理解させ，その有用性を理解させ
る。
・対数関数の性質について，指数
関数と対比しながら考察させる。
・対数関数を利用して，対数方程
式，対数不等式を解くことを理解
させる。

8

定期考査
小テスト

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

8

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

定期考査
小テスト

10

定期考査
小テスト

10

定期考査
小テスト

第５章 指数関数と対数関数
　第１節　指数関数
　　１　指数の拡張
　　２　指数関数

・三角関数が多くの自然現象と関
係をもつことに興味をもち，自ら
進んで活用とする態度を養う。
・一般角の概念や弧度法について
理解し，三角比の定義を三角関数
に拡張させることの良さを認識さ
せる。
・三角関数のグラフのかき方を理
解させ，その性質を考察させる。
・三角関数を含む方程式や不等式
を，グラフや単位円と結び付けて
解くことを理解させる。

・三角関数の加法定理の導出につ
いて考察させ，正しい使い方を理
解させる。
・加法定理を応用させて，２倍角
の公式や半角の公式を導出させ
る。
・既習の様々な公式を，統合的に
使って問題を解決しようとする態
度を養う。

・指数関数，対数関数が，自然科
学や社会科学の分野で扱われてい
ることに興味をもち，自ら進んで
活用とする態度を養う。
・指数を正の整数から実数全体へ
と拡張できることを理解させ，定
義を広げることの良さを認識させ
る。
・指数関数のグラフのかき方を理
解させ，その性質を考察させる。
・指数関数を利用して，指数方程
式，指数不等式を解くことを理解
させる。

定期考査
小テスト

　第２節　加法定理
　　６　加法定理
　　７　加法定理の応用

定期考査
小テスト

２
学
期

第４章　三角関数
　第１節　三角関数
　　１　角の拡張
　　２　三角関数
　　３　三角関数のグラフ
　　４　三角関数の性質
　　５　三角関数を含む
　　　　方程式，不等式
　

　第２節　対数関数
　　３　対数とその性質
　　４　対数関数
　　５　常用対数



知 思 主

単元の具体的な指導目標
 　　　　　　　　と評価規準

評価方法
予定
時数

学習内容

合計 95

定期考査
小テスト

定期考査
小テスト

・関数の増減を正確に調べるため
に，極限の考え方を導入する良さ
を認識させる。
・平均変化率の極限値の意味につ
いて考察し，導関数の定義を理解
させる。
・導関数の符号が関数の増減を調
べられることを理解させる。関数
の増減，極値から，関数の最大
値，最小値を導出できることを理
解させる。
・３次関数のグラフの概形につい
て考察させる。

定期考査
小テスト

12

10

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

プリント等
課題の提
出
授業中の
取り組み

定期考査
小テスト

　第３節　積分法
　　６　不定積分
　　７　定積分
　　８　定積分と面積

・f(x)の原始関数の定義について
理解させる。積分の性質について
理解し，正確に計算を行う力を養
う。
・積分の考え方を応用させ，直線
や関数のグラフで囲まれた図形の
面積を求める方法について考察さ
せ，その有用性を認識させる。

第６章　微分法と積分法
　 第１節 微分係数と導関数
　　１　微分係数
　　２　導関数とその計算
　　３　接線の方程式
　第２節　関数の値の変化
　　４　関数の増減と
　　　　　極大・極小
　　５　関数の増減・グラフの
　　　　応用

３
学
期


